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Abstract :　The Quaternary System along the Monobe River, flowing from the northeastern

part of Kochi Prefecture i叫Ｏ Tosa Bay, is surveyed. Geographically the area is divided

into five parts, that ａｒｅ:The areas of Dthe lower stream, 2) the middle ahd･ 3) the upper

stream, 4)Kaminirou River area, and 5) the intramontane basin｡

　In 1), the following strata are ｆｏｕnd:　The higher teｒはce　sediments as　the　Kotohira

Formation, the middle terrace　sediments　as the Sano Formation, the lower terrace　I

sediments as the Tosa-Yamada Formation, the lower terrace sediments IT as the Furumati

Formation. In 2), the following new strata are named: The higher terrace sediments as the

Nisimine Formation, the middle terrace sedimen七S as the Arise Formation, the　lower

terrace sediments as the Birafu Formation. In 3), the following new strata are named: The

middle terrace sediments as the Nekiya Formation, the lower terrace sediments as the Kage

Formation. In 4), the following strata are　foｕnd:　The　pre-terrace　sediments　as　the

Kubo-Nurui Formation, the higher terrace sediments as the Minamiike Formation, the

middle terrace sediments as the Nirou Formation, the lower terrace sediments　as the

Ohtochi Formation. And in 5)，七he following new strata are named:　the middle terrace

sediments　as　the　Taniai　Formation, the　lower　terrace　sediments　as　the　Nakatani

Formation｡

　Comparing　the middle　stream　area of Monobe with　the　Kami-Nirou　River　area,

supplyment of the sediments is different because the gravels found in those areas are

different. And the terrace sediments in the　Taniai area, are considered to be lake deposits,

because the type and roundness of the sediments is different, that are subangular to sub-

rouned and ill-sorted.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　・・

キーワード：物部川　第四系 山間小盆地　物部川バリア

　は　じ　め　に

　物部川は四国南部の高知県にあって，南四国を代表する１級河川であり，その流域面積は約

3,750k�で，河川総延長は約100kmに及ぶ(Fig.l)。その河道については，高知県中央部の南国市

＊日本第四紀学会（福岡, 1993)にて講演．
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において土佐湾に注いでいるが，その河口か

ツ足峠トンネル付近にごその.源流が姶まづて

瀬ダム付近で，最大の支流である上韮生川と合流するよ二さ

√ﾚ高知ｊ:/徳島両県境φ香美郡物部村の四

てﾌいる。=:そ=して，=本流:4ま物部村大栃永

jに,ﾚ……こ=れは

お:いて約90度=曲折し,∧南進して前記の南国市の河自:々士佐湾に流入する。。

十

　　‥‥‥‥‥‥　‥‥j　し　　　　　”゛１７Ｑ　　＼　　ノ……………………:……………:……………1=…………＜ﾌ…………………

　　≒･　Fig.トIndex map ｓれ(jW貨殖the study丿恥ａ………a1られ必････jth･む.:..1=一班.･ｏｎ･φb･ｅ胆婬ｒｊ上･＼………I

　　　十m.Monobe River re.Kami-Nirou River………s,Shiう珍41へＲ如面Si.ShimantoトRiver　　犬

　　　　＼Ｋ,Ｋｏｃ吊しCity　しN.Nankﾛku City　T,Tosa-Ya血卵拓トTown……………O.Naga如………dam,

　　　十Monobe Village……I　　……I　　＼……………し……ﾉﾕ……………=,＼…………j………し.し＼万…………=･∧………1……1.一

二ま＼たに最大支流の上韮生川は高知県北東部の三嶺＼(標高卵83m)上……
I
に

谷の急傾斜の谷を削り込んで南進しているノさjらに,………2途中jの万乗僧4渓谷の合流点付近からﾉは南西に進

んでいき，前述の永瀬ダムで合流す･る．　……………………万こ=･ﾚ…………=…………………
I
………………=:…………=……………＼〉………j犬

以上のように，こjれらは長い流域:にわたるのや;………地形的及‥び記述の便宜上,………ﾚ本調査域を５つの流

域4こ区分した． す な わぢ，1①物部川下流域l･ﾉ幻ﾉｹ物部川車流域……･……y･3･･)物部川上流域･ 4)……上韮生

１一　ト．．･　．･　．･．･　　　　　　　．．．．　　　　ダト･ノ▽たにあか……………:………:……………上上………………=犬‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ト.･　..
川流域√ト及び,上５)<山間小盆地め特殊な地域(谷相ﾚ･ｹﾞ神池jなヶど卜と＼したノ↓)十と＼幻∧との境界は杉

田ダムであ呪……2)と３)との境界は永瀬ダムで区分‥したレさ……
I
ら記,……4=):万U

方にありレまた，5ンは2①の北方の香北町谷相拳玉韮生川流域φ北方の物部村神池などぱみられ

る特殊な地域であるが，堆積物は谷祖のみぐにしか考＼らﾚれずに谷相地域で山間小盆地を代表しておく．

　本地域の第四系ぱ関する研究史についでは，以下のよケに極め七少なくぐ,j六十しjヵ1も断片的である．

これらめうちしの主要なものの比較表を表iﾄに示七=だ．………=………∧犬ト……＼＼犬＼･j……=＼………＼＼=j〉六万……ﾄ……:ﾚ………

ニまず，福田(1969MS)・迎十(1975MS)め高知大学卒業論文でヶは√物部川車流域の＼段丘を高位

段丘堆積物1･ 中位段丘堆積物・低位段丘堆積物及び沖積層に区分＼し大６……から:に,………=滝本:(19･7.0MS)

は下流部の土佐山田町付近の第四系を最初＼に記述七ガノました↓:……満塩/i吉川〔1977)は下流域の第四

系の:うち，琴平層や低位段丘陳層を最初に記載ﾚし丿九．〕………岑……ら＼に=;ﾉｹ……?薩塩ほか〉(1985)は=高知県水理地質

図において,/物部川全流域に分布するく第四系の概要ﾚにづ卜でj最初に示ﾚした。Tま………だ;一満塩・古川

(1988)は四国の第四紀層についで総括=した際に;………=本き

加賀美ﾆ(1992)コは四･国全体の第四系を総括した際/に√

の第四系にづいて述ぺた。うい=で,ﾆ満塩・

生丿を定義しｿﾞだ,………さ･ら･ l･こ，:Mitusio
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(1993)は上韮生川の最上流域の第四系について述べ，前期更新世の久保沼井層を定義した。

　これらの諸報告では，物部川の各流域全体の段丘堆積物についてはあまり述べられていない。ま

た，山間小盆地である谷相地域などの段丘堆積物はまったく報告がない。

　そこで，本報告では物部川全体と上韮生川の各流域の第四系について総括して述べるものである

(満塩・川口, 1993)。

Tab.l. Results of some previous studies

高知第四紀研究

グループ(1972)

満塩・吉川

　(1977)

満塩・清水

和田(1985)

満塩・古川

　(1988)

Mitusio

(1993)

ヰ 領石盆地 物部川流域 物部川流域 物部川流域 上韮生川

　流域

完新世 常通寺島層 沖　　　積　　　層

更

新

世

後

期
久次層

低位段丘

　疎層ｎ

低位段丘

　榛層Ｉ

低位段丘

　擦層

低位段丘

　藻屑n

低位段丘

　藻屑Ｉ

大栃層

中

期

　植田層

久礼田層

中位段丘

　疎層

琴平層

中位段丘

　疎層

高位段丘

　疎層

中位段丘

構成層

韮生層

西陣層

前

期

久保
沼井層

　　　　，　　　　　　　　　　　　　地形●地質概要

　本調査域には，山地・丘陵地・段丘・沖積平野の各地形がみられる。その他に√特殊な地形とし

て，山間小盆地や扇状地が数力所にみられる。　　　　　＼　　　　　　　　　　　十

　山地・丘陵地は１）下流域・２）中流域・３）上流域・４）上韮生川流域・５）山間小盆地にみ

られる。　１）では，三宝山（標高265 m)や鳥ケ森（標高192 m)を主とする山列が北東から南西に

走っている。２）においては，北側に赤塚山（標高847 m)や御在所山（標高1,079m)を主とする

山地が広がっており，南側に清水ケ森（標高582 m)や大比山（標高543 m)などがある。 ３卜 ４）

では前述のように，三嶺(1,853 m)や白髪山（標高L770m）を始めとする連峰が連なっている。

　これら山地・丘陵より低い所において，物部川及び各支流の流域沿いに各高度の段丘地形群がみ

られる。そこで，これらのうち，特に物部川と上韮生川の河川縦断面jと各要所地点の横断面図を

Fig.2A・2Bに示している。これらから明らかなように，上流域では３）・４）トの両河川ともにＶ

字谷である(Fig.2B)が，２）め中流域では河川縦断面は次第に緩やかになり，横断面もややＵ
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０ 　.・.･...　　　　･.5ニ　　　　　　犬　10　　　……………………=:15≒Tj十二:……ﾚ］:…………:　＼20∠…………1…………　…25

　　　∧　　レ犬　　　　　　ダ　　　　　　　…………＼＼………===ト‥:…………=………1………:………:…………　……　……　km

Fig-.2A. Profile alongｹﾞthe lower and middle……りitre皿二如皿……万6f･t･he･･Ｍ顛ｏ恥∧River.

十M.Monobe River K.Kami-Nirou River………IS:lこdam,回吐七a da皿……n.Nankoku City十

　t.Tosa-Yamda Town ◇b,Birafu,Kahoku Toﾚ斡しy,yoshi如,jK卵白k（/Ｔ（j労ｎ=‥‥‥

字谷状になる。そしてに１)でﾉは河川勾配は極めず緩ﾚや=か但]なﾉり↓……I.横断面図ﾚも広大亡図示セきない

ほど広がって宍<る･(Fig.2A)。…………万　　　万………ﾚ1…………1………〉…………=ﾀﾞ･ヶﾉ･]………j………＼………=………………………

　いっぽう, 5)の山間小盆地は極め＼ｔ特殊なもφ=鸚

られる=。同様な地形は物部村神池などにもみ＼られる6ｹﾞ…………=

なり:広く分布しているがに堆積物がみられるのは谷相こ（

　本調査流域の基盤の地質については，≒番南側化=四）

らに三嶺の南部ぱは御荷鉾緑色岩類が基盤岩類とし句

亜紀にわたっているご。十　　　　　　　犬　　　………

　ぞして，これらめ１）から３）十ま懲め物部川本流域，

は河成段丘群を構成する第四紀層が基盤岩類を不整合i

積物の久保沼井層(Mitusio,1993)もみられるレしか犬

の改装工事めために,＼ゴングクリードを塗られて，第四1

上韮生川流域は県道のためにあまり人工が加わづすjお]らずに1

層は表面の;みしかみ/られず，さらに，現在の両河川の河川底1

谷相付近にみ

平坦面がか

レその北側に秩父帯があり，さ

レこ=れらの地質時代は古生代か=ら1白

いﾉの山間小盆地に

:ﾉ４）ｻ右は先段丘堆

は国道195号線など

ふれないよくしか仁∧4）の

:しは良好で=あるよ∇また,ニ沖積

未固結め傑y砂〕･泥め堆

積物が堆積しｔいる。Ｉ　　　　　　十　　ト　…………j………＼……／=………∧………にj………に

以下には,十t）から５）の各流域ごとに第四紀の各地層め概要を述べる６/=
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Fig.2B. Profile along the areas of the upper stream of the Monobe River and of

　the Kami-Nirou River,
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　ham a　０,０ｋａｎｏｕchトku,Kubo-Nurui　mi,Miyanose　　　　　　　　　　＼
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１）物部川下流域　　　　　　　　　　　レ　ト

本地域では下位より，高位段丘構成層は琴平層（満塩・吉川, 1977),中位段丘構成層は佐野層

である。低位段丘構成層は２層あり，低位段丘Ｉの土佐山田層と低位段丘ｎの古町層であるが，他

地域では前者が広く，後者は本地域に局部的にしかみられない。また，沖積層は高知県下ではもっ

とも広大な香長平野を構成している。犬

２）物部川中流域　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　本流域では下位より，高位段丘構成層は西峰層であり，中位段丘構成層は有瀬層である。また，

低位段丘構成層は美良布層であるが，本地域では香北町美良布にかなり広大な面が構成されている。

地形的にも，本地域は特殊な盆地である。また，沖積層は狭い。　ト

３）物部川上流域　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　１

　本地域には先段丘構成層はなく，また，高位段丘構成層もみられない。しかい段丘構成物は下

位より，中位段丘構成層は根木屋層であり，低位段丘構成層は影層である。沖積層は極めて狭い。

４）上韮生川流域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　十　　　　　　十

　本地域は各種の第四系が分布していて極めて重要である。下位より√先段丘構成層は久保沼井層

(Mitusio,1993)であり，高位段丘構成層は南池層で，中位段丘構成層は韮生層であり，低位段丘

構成層は大栃層である。また，沖積層は極めて狭い。
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B-1)〉高位段丘構成層

高知大学学術研究報告　第殼巻;: (1993年)ノ自然科学

よ亜円である。　ま

すよく√:比較的新鮮

山灰は含Jまれて

はみられない。

５)山間小盆地………：　　‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥=……Ij………万…………二万＜･.･∧ﾉ………＼………………万………;………

　　＞・　ﾌ･　　　］　　　　　　　‥．　　　　　　・たにあいし………………………ﾌ‥‥‥‥‥‥:･･..･･..･.･.･　.･　･i･　／　………:.･･　　　■
　＼この地形は物部川中流域の美良布北方の谷相付近や神池付近な卜占仁みﾚられ乱∧前述のように，谷

相地域のみに堆積物がみられるので，ここを代表古す名)ﾚら………万……………………j　　つ　十十万………

本地域では，中位段丘の谷相肱低位段丘の中谷層,ノ……及=び,=j:沖積層がjみﾉられる√なお√し高位段丘

にづいでは地形面はみられるがに堆積物はない．…………=……………………1………＼∧……………………………:

　　　　　　　　………　　　　第ﾚ四白系ﾅ＼＼の＼記＞載∧y……………:………………＼………=.………　∧

　以下には,＼第四系φ古い地層から時代順に，各層仁づ=いず述づ乱＼……………………………………………

　Ｆ砿3Åには下流域の地質図を示し,犬Fig.3B･.･6こ4･ま.申.I流み

また，F鎗.3Cにﾚは上流域及び上韮生川流域口地質図奄示ﾚ口ず卜乱∧…………ﾉ………＼……万万万　　　万

　また√各地域の地質断面図は，Ｆ蛤.4A ・ 4Rに:示七ﾉて卜るlよト＼……ﾚ…………………………………:………jﾚ………

さらに,∧各地域の地質柱状図は,つFig.5Aから糾ぱ皿昧者=に示仁ていくる．<ダI……万こ=＼ﾉ万犬………

Ａ)前期更新世〉(先段丘構成層)レレ　　　　　……………………………=…………＼……ニ……………1‥‥‥‥‥‥

Ａニ1）　上蔓生川流域　＞　　ｊ　　　　ト　………………:……………◇ソゾ……ｿ〉………J…………=……………:………＼………1：

地層名☆久保沼井層（くぼぬるいそう√先段丘堆積層）……=…………y＼………十六△……………………万ニ………

命名者: Mitusio (1993)

模式地：高知県香美郡物部村久保沼井（Ｆ砿5が9㈲

分布高度こ約430ピ　　＼　　＼　　ノ　ニ　　………………=.=

層厚:.約５ｍ

木層の層厚は約５ｍであり， 磯岩層か=らなる。…………本層め最大雁は約1卸血=であ句丿最小磯は0.2cmで

卓越陳は20cmであjるよ疎の形状は万円磨度が0.5☆Oよ7で√

だ,/疎の組成は砂岩・チャナト･結晶片岩類及び泥岩力

な疎のみからなる．．･･･．．．･　・・　．．．　　　　・・　ニフl.，…………j1

　本層は模式地のみにしかみられないレまた，木層ﾚの皿

いないいしかし,/本層の諸特徴か=ら，先段丘堆積物=とft

　本層は基盤の砂岩層を不整合でおおっているがj,万寸lｲy

)中期更新世　づ　　　　　　　:　　　　　…………j……………＼…………ﾚ………ｻﾞ]I………1………ﾌﾟ=………ﾚ……=万万I

中期更新世は高位段丘構成層と中位段丘構成層か石な=基／＼＼……=………1 1=1;

　＼1へ･一白‘i-?hpn.[こ-tScftlS　　　.･　　　　‥･･..・　／ト　ダ　　‥‥‥‥‥‥:1…………:∧………

木層は物部川の下流域・中流域回･ﾉ上韮生川丿流域の3地域にjみ:られ………物部川上流域]にほみ=られない。

B=う1☆1=)ニ物部川下流域…………　……

　地層名：琴平層イ高位段丘傑層)‥‥‥　‥

　命名者上満塩大洗・吉川犬治て1977)

尚複式地：高知県南国市琴平(Fig.5Cの44)

　分布高度ご約60~20m　‥‥‥‥‥‥‥

　層厚/:約30mニ　○　　　………

本層め模式地は土佐湾海岸線近ぐの南国市琴平にあｿり;:
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Fig.3A. Geologic map at the lower stream area of the Monobe River.

　Ａ－Ａ’；Cross section　Numbers are the outcrop of columnar section(Fig.5C)
　n,Nankoku City　t.Tosa-Yamada Town　s.dam.Suita dam.Tosa-Yaniada Town
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名された。模式地での本層の層厚は約30mもある。本層は主として疎層からなり，１部に泥層を挟

む。

　本層の傑の円磨度は0.6－0.8で，球形度は0.5-0.7の砂岩・泥岩のクサリ傑からなり，マトリッ

クスは赤褐色（2.5YR4／6）の泥である。疎とマトリックスの境界がはっきりしないほど風化した

クサリ傑も含まれる。

　木層相当層は土佐山田町の大平付近にもみられ，筆者らはかって大平層とも呼称したが，この層

厚は約２ｍで，東南方に緩く傾斜し，下部は角疎の多い古崖錐状である。また，これは赤褐色

（10R4／8）のクサリ一半クサリ傑からなり，傑種は砂岩・チャート・泥岩の亜円疎状ないし亜角

疎状である。=‥卓越疎は上部は６×４×３ｃｍほどで，下部は約18×15×6cmである。

　琴平層は基盤の泥岩を不整合におおっているが，他の段丘堆積物との直接の関係はみられない。

　なお，琴平層は海岸の近くに存在しているが，河成段丘であって海成ではない。このように，海

岸の近くに存在するからと言って，海岸段丘ではないと言う好例め一つである。

Ｂ－１－２）物部川中流域

　地層名：西峰層　（高位段丘映層）（新称）
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I
･(･1993年･)｡jJ自･然･科学]………ﾚ…………万

Fig.3B. Geologic map at thりmiddle stream]area of

the small intramontane basin, Taniai,……KahokuTo

MonobeﾌﾟRiver and in

Ｂ－ＢソＣ十Ｃ≒Cross section Numbers………=ａ㈱くt如………outciうopof colねmnar se画面

(Ｆ毎々B/5D). b.Birafu.Kahoku Towね∧ﾀﾞ,:Ｙ面hi臨皿面皿（ﾅTown n.da血,Na-

gase:dam　tn,Taniai,Kahoku Town　土:=……=へ………∧……ﾚ…………:……………　…]=し……………

　模式地ﾉ:ﾄ高知県香美郡香北町西峰(Fig.5Bの24:):=犬ｿﾞ………………=…………
I
.･=万…………………………………

　分布高度：約250-240m　　　　　　　……………I:…………＼…………:)y…………………………j　　……………

　層厚辻約５ﾚｍ六十　　．.　.I　　　　　　　ト…………＼〉ﾌ.………〈………ﾉﾉｹ＼〉……………＼宍＼ｹし.ノ∧∧/j………………

コ模式地では,し本層の層厚は約５ｍで，クサリ傑層Tぐ碁るごJ……,J疎種は主に砂岩･ﾉﾁ･..ヤ.･：－･卜など｀め亜円一

円傑で,く3－4cmの大き=さのものが卓越しているレマ下ﾉﾘj……=ツI……ク]ス=の．色相は赤褐色ﾚ(2.5YR4/6)を

呈する．………こφ層の上比はチノヤニトめ角傑を含む赤褐色土=が宍のﾀﾞﾂﾞ]でいﾚる．ｽ＼……〉………………………………

Ｂ－１二３)上韮生川流域　し　　　　　　………………j……j………j∧＼･＼･/〉ﾉ………＼=………=………＝………I…………ﾑﾆ∧.……十………

＼地層名√南池層十ﾚ(高位段丘傑層)＼(新称)=………:………∧∧=宍ﾉ万………＼ﾚﾆﾚ………ト………万…………△＼ﾉ=…………ﾚ万…………

　模式地：高知県香美郡物部村南池上(Fig.5Aめ8)……＼ぐ………j=……＼…………:……=……=…………………万…………j　J:　　＼

　分布高度丿約350－330ポ　　　　　　　ト　‥六＼:ｼﾞ:＼………ﾉ…………ﾄﾚ＼/.･万……ﾉ………=y:……………J…………………　……　分布高度丿約350 － 330 1ね　　　　　　　ト　‥
よく:ﾌ:＼………ﾉ………ｻﾞｿﾞﾚj.･∧ﾉ(万………=:……………J

　層厚･･ :し約15m　つ　ト　ニニ‥‥‥‥　　　‥‥‥‥I十＼∧……:………j………万…………=ﾉ………………:…………ト……………………

模式地での層厚は約15㎡である。レ木屑は半ク丿丿トクト孵り礦であ＼り‥√主にｉ

チャート･ﾚ結晶片岩・泥岩などめ磯からなる。ト最大磯ﾚは30�↓:………

Iﾕ一最小牒は0.2cin:，

である。また，疎=とマトリックスの比は1ト:ニ3yｔ……ﾌﾟﾄﾞﾘﾚﾂﾞﾚｸﾞﾚ=ス,:φ万色l目4t

呈する。　　　　　　　ト　　　　　　　…………＼………………/……………＼………ﾚ……………:ﾌ……j

I
……∧…………ﾚ………j＼,j

Ｂ－２)=中位段丘構成層　　　ト

　中位段丘構成層は全流域にみられる。

ニ亜円状の砂岩・

肺は5･-10cm

5YR4/6)を
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Ｂ－２－１）物部川下流域　　　　　　　　　　　　　　十

　地層名：　佐野層　（中位段丘藻層）（新称）

　模式地：高知県香美郡土佐山田町佐野(Fig.5Cの30）　　　　　　　　十　　　　十

分布高度：約100－50m　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　ト

　層厚：約５ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………

　模式地での層厚は約５ｍの藻層で，上部に黒ボクがのる。木層の藻は半クサリ状であり，組成は

粗粒砂岩・チャート・泥岩などからなり，分級はあまりよくない。最大傑は42×28×17cmで，卓越

傑は約15×10× 5cmである。また，傑は南東方向に緩く配列し，亜円藻状てある。マトリックスの

色相は黄橿色（7.5YR8／8）である。木層は須江付近などや，香宗川流域の宇山付近にもみられる。

　木層は基盤の泥岩層を不整合におおっているが，低位段丘とは直接はしていない。‥　‥‥

Ｂ－２－２）物部川中流域

　地層名：有瀬層　（中位段丘藻層）（新称）　　　　　十

　模式地：高知県香美郡香北町有瀬(Fig.5Bの25）

　分布高度：約190－140m

　層厚：約５ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

模式地では，木層の層厚は約５ｍであり，半クサリ藻層からなる。木層の藻種は大部分が砂岩で

あり，チャートリ

である。

　なお，上平の露頭では，藻層の上に黒色の火山灰層のようなものがみられる○

B-2 -3)物部川上流域

　地層名：根木屋層　（中位段丘疎層）（新称）

　模式地：高知県香美郡物部村根木屋（Ｆ砿5Aの２）

　分布高度：約300－250m　　　　ト

　層厚：約10m

模式地では，本層の層厚は約10mである。これはクサリ疎層であり，その組成は大部分が砂岩疎

で占められ，チャート・泥岩などからなる。マトリックスの色相は灰檀色（7.5YR6／3）である。

　本層は基盤の泥岩層を不整合でおおっている。

B-2 -4)上韮生川流域　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　地層名：韮生層　（にろうそう,＼中位段丘傑層）（新称）

　模式地：高知県香美郡香北町物部村吹越(Fig.5Aの13）

　分布高度：約330－200m

　層厚：約10m　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　犬

　模式地では，本層の層厚は約10mであり，新鮮＝半クサリ傑層からなる。間に泥層をはさんでい

る。疎の組成は砂岩・緑色岩・チャート・泥岩などである。疎は亜円一円傑状が多い。フトリッグ

スノの色相は黄褐色である。また，疎は水平方向に配列している。

　久保高井の露頭では，亜角一亜円疎か多くなり，マトリックスは砂質である。



３００

･km･∧

:了）

４００

50 m

５００ ｍ

stream

74

　ト／中流域・

「-'Ｔ¬ＩＡ冲積し層

匹四三同IL・層|

･.lmRmH娶i|M根木屋層･

FこＴＸにIB基盤岩顧

高知大学学術研究報告＼第皿巻……=ﾆ∧(1993年)◇自然科学……………

Fig.3C. Geologic map at the upper stream万万県丿琳ﾚ丿〕=幽（ｙφ面bりRiver,し友りd･along tｈｔtｐ://

wｗw..　　　皿■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■■　　　　■　　　　　　　■　■　■

Kami-Nirou River

Ｄ尚ＤソE ―E' ; Cross section Ｎリmbersしａ縦]/t恥……outcrop……of　ooluかｎａｒ∧section

(Fig.5A)二大n.dam,Nagase dam ko,K皿ohama o.Okaれｏ万俳レ：1………k.･Ｕ:･,･Kub･･o-Nurui

mi.Miyanose犬g,Go-ohdoニ　　　∧　　　＼＞ノ………11　1=　II　………………………J………　ト

工
佐
山
田
層

　
　
　
　
１

　
　
　
　
Ｌ

古
町
層
Ｕ

物部川下流域

西
峰
層

　
　
Ｈ

物
部
川

有
瀬
層
Ｍ

Fig.4AレGeologicトcross sections a

areas of the Monobe River√and

…　…A-A' ; See：Ｆ!g.3A. B→Ｂ'／Ｃ－

し佐……

………山犬

中
谷
層
Ｌ

谷
相
層
Ｍ



南四国物部川流域の第四系 川口） 75

Ｂ－２－５）山間小盆地（谷相地域）　　　　　　∇　　　　　　　　　　　犬　二

　地層名：谷相層　（たにあいそう，中位段丘練層）（新称）　　　　　　　　　　　　　　犬

　模式地：高知県香美郡香北町谷相(Fig.5Dの46）

　分布高度：約340－310m　　　　　　　　　　　　，

　層厚：約５ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　模式地では√本層の層厚は約５ｍであり，半クサリークサリ練からなる。最大磯は40cmで最小磯

は0.2cmであり，卓越傑は5 -lOcmとなる。傑層は盆地の中心に向かって斜めに配列している。本

層は２部層からなり，上部層は砂岩が多く，下部層はチャートめ占める割合が大きい。 1.0－1.5cm

の中傑か密集しており，マトリックスの量が少ない。　　　　　　　　　丿八　　　　　っ

物部川上流域

４００ ｍ

km

　　　E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　km　　E'　　　　上韮生川流域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　ト

Fig.4B. Geologic cross section at the upper stream area(D-D') of the Monobe
　River, and at the Kami-Nirou River(B-B'). (See Fig.3C.)

Ｃ）後期更新世:

　これは低位段丘構成層である。

Ｃ－１）低位段丘構成層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧ダ

　本層は５地域全体にみられる。また，前述のように，物部川下流域には２段の低位段丘がみられ

る。

Ｃ－１－１）物部川下流域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

本流域には，これは低位段丘Ｉと低位段丘ｎの２段がみられる。　　＼

　地層名：土佐山田層（低位段丘Ｉ）（新称）

　模式地：高知県香美郡土佐山田町東組(Fig.5Cの37）

　分布高度：約50－10m　　万　犬　　　　　　　　　　　　　　　十

　層厚：約５ｍ　犬　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　レ　　　十　　し

　模式地での層厚は約５ｍである。本層の陳の形状は円一超円疎の新鮮疎であり，固結度はルーズ
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である。呻種は主に砂岩･：チャート・泥岩・緑色岩などからなる。マトリックスの色相は淡黄褐色

（10YR8／6）である。喋は東向に配列している丿また，この層の上には黒ボクがのっている。 本

層は土佐山田町の中心街を中心に広大な平坦面をつくっている。 l　　　　　　　　　　し

　須江の露頭では，マトリックスの色相は黒色(2.5Y1/0)であﾚり，泥層を挟んで上に佐野層が

ある。また，野市町の物部川の左岸（東岸）側にも広くみられ，層厚は約２ｍで，疎種は砂岩が多

く，チャートや泥岩などがごく少量含まれる。　　　十　　　　　‥‥‥　　　‥

　本層は中位段丘疎層との直接の関係はみられないが，本層は古町層（低位段丘Ｈ）の上にのって

いると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　犬

　地層名：古町層　（低位段丘Ｈ）（新称）　　　　犬　　　　　　∧　ト　　　　　　　∧　▽

　模式地：高知県香美郡土佐山田町古町(Fig.5Cの38）　　　　　　　　　　　　/

　分布高度：約30m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　層厚：約２ｍし　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

　模式地では,ﾀﾞ層厚は約２ｍである。∧木層の疎は新鮮で主に砂岩・チャート・泥岩などからなる。

マトリックスの色相は黒色（7.５ＹＲ）で，低位段丘Ｉよりも淡い色である。また，本層の表面には

淡い色の黒ボクがのっている。

　この層は模式地付近のみにみられ，分布は狭く，本層の上に土佐山田層がのっている○　　･。■

Ｃ－１－２）物部川中流域

　地層名：美良布層　（低位段丘疎層）（新称）

　模式地：高知県香美郡香北町美良布(Fig.5Bの21）

　分布高度：約170－90ｍ
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Fig.5C. Columnar sections(29―44) at the lower stream area of the Monobe River.

　H, Higher terrace M,Middle terrace L,Lower terrace LI,Lower terrace ｌ

　L2, Lower terrace II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧
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　層厚丿約１０ｍ………=･･　　　　　　．．．　・・．・

　模式地で:は,〉本層の層厚は約扮ｍで,犬上部に

相は雑色で新鮮な疎であしる．.疎の組成は砂岩･J

また,トI本暦の模式地付近には,ﾀﾞﾉ物部川本流域々ぱま]れ

疎=め形状万は円傑懲あIり，色

十御荷鉾緑色類もみられる。

う尨i]ﾚ盆地状の広い平坦面を構

成し=，この上に中心街が開けていjる。…………………::ｽ……,万ご･…………=,ｿ………=･……:……万……ﾄ………万………=……………………=………1･1

　本層は基盤の砂岩泥岩互層を不整合でおおづでいくるが√ﾉ沖積面七体段丘崖で接する

Ｃ一万1し÷３)＼物部川上流域I‥‥‥　‥‥‥‥　‥‥‥‥‥万万:

　地雇名犬:影層十=(低位段丘疎層)べ新称)‥‥‥j十……

　模式地：高知県香美郡物部村影仙頭(Fig.5Aの4)＼

○

　1タ^J-＼？IS･.IQ』ヵＵ？IS‾iΞｉ二ぺ口ドIZj口JT'Jなら／'lpjjそＭΛｌ･１５.Ｕり゛Lﾉｔtノ　………………1………1‥‥‥‥‥‥‥　‥‥　:‥‥‥‥‥‥‥　‥　:

　分布高度丁約5!O－200m＼　つ犬……………………………＞…………∧…………:〉……∧:ニ………=………………jjj　　∧　＼

　層厚=ﾋ約10m　‥‥‥‥　　‥‥‥:　　　　　‥‥‥‥‥‥

I

………万……六万……………………,………………ﾚj…………〉1……J……………

　模式地で=は,二本層め層厚は約10mもあり，これは新鮮な藻層か=ﾚら＼な:るよ……陣の形状は亜円¬円傑の

砂岩≒チャート･万泥岩などからなる．マ下リjツクズめ色相但灰黄褐色で,……藻は水平方向に配列して

いる．＼　　　　　　　　　　　上　＼　十　　　……………＼∧ぐ………………]ﾚ…………ﾉ…………:..1　　ト…………ト∧ﾉﾉ=.しJ……………

C- 1 -4)上韮生川流域…………∧　　ダ

地層名÷大栃層∧(低位段丘疎層)ダ(新称)

　模式地上高知県香美郡香北町物部村人栃

　〉分布高度ソ約290-↓i0.ｍ=　十
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物部川下流域の香長平
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野に広大な面積を占めている。　　　　　　　　■■　　■　　　■　　　　　■　　　　　　　■　　　　■

　今回の調査では，１つの露頭しか発見できなかった。これは１）の物部川河口付近の上平の露頭

で従って，今回は地層名の命名はしない。傑の形状は円一超円傑であり，色相は灰色で，プトリッ

クスは砂質である。･　　　　　　　　犬　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　各段丘面の高度比較

次に，物部川流域における各段丘面の比高差について検討した。

　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　各段丘面の平均高度分布
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Fig.6. Distribution of the average alutitude of each terrace along the Rivers of

　　Monobe and Kami二Nirou.　　　　　　　　　　……　……………

　Fig.6では，横軸陽河口からの距離をとり，縦軸には代表的な露頭の平均的な標高をとった。こ

の図とFig.2A ・2Bを比較すれば，各流域におけるそれぞれの段丘の平均的な全体像が浮かび上が

る。すなわち，物部川本流域では，高位段丘面が中流域から河口付近まで，より高い所にみられる

のに対して，中位段丘面は上流域からほぼ下流域まで連続している。また，低位段丘面も上流域か

ら下流域まで，中位段丘面よりも連続して分布しでいる。　　／　上上

いっぽう，上韮生川流域では，高位段丘面はあまりなく，中位段丘而もあまり連続していない。

また，低位段丘面は上流域から下流域まで中位段丘面よりも低所比分布している。

　次に，各流域の段丘面の分布乍分かりやすくするためにトＦ址｡7では高位段丘・中位段丘・低位

段丘が隣接する地点を各流域ごとに選び，縦軸には代表的な露頭の平均的な標高をとって，各流域

における段丘面の高度分布を表した。　　　　　　　　　＼　　　　　　　　ニ

　この図から,犬上韮生川流域と山間小盆地の谷相では，物部川本流域と比べて，当然ながら各段丘

面ともに高い所にある。また，物部川本流域においては，中流域は他の流域と比較して，高位段丘・

中位段丘・低位段丘の３面の各比高差が大きくならていることがわかる。これは中流域では，香北

町美良布付近において広く低位段丘面が発達し，中位面1･高位而も発達していて，堆積物を残すめ

に適していたこと，すなわち，他の流域より停滞環境にあったと考えられる。これは次章の堆積学
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的検討からも分かる6

　　　し　　二　　　　　　‥‥‥‥　　‥堆積学･的検討………:………二……=一万……………=･:1……＞………ト………………ソ……………

　ここでは，物部川流域における各段丘堆積物の堆積環境を解明すぐる＼だ吟に√堆積学的検討を行っ

た．これら口工例をPiぽ.8/･9に示す．‥‥‥　=‥　‥‥万………＼万………:上＼1…………………万……十万………∧＼…………j………j……1
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Ａ）陳種組成　　　　　　犬

　各流域からいくつかの露頭を選び，その露頭において採取した50個以上の疎種を同定し，個数百

分率で示した(Fig.8.)。　　上　　　　　　　･･　。・。・。　　　　　　　　・・

　全般的な疎種の組成は砂岩・チャート・泥岩・緑色岩類である。

　これら藻種の分布の特徴は，物部川上流域から河口域にかけて砂岩が多くなり，反対にチャート

は少なくなる。泥岩は所にようて異なる。また，上韮生川流域では，上流域の五王堂や久保沼井で

は緑色岩類が多く，砂岩がこれについでいる。いっぽう，山間小盆地の谷相では，砂岩・チャート

が多く，泥岩・緑色岩類もみられる。　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　：

各流域の喋種を比較すれば，物部川上流域においては砂岩及びチャーノトが大部分を占めるのに対

して，上韮生川流域では砂岩・緑色岩類が多い。このことは両流域の地質の相違であり，後者は三

嶺北麓に御荷鉾緑色岩類があり，両者の傑の供給源の相違である。

　また，谷相地域と物部川中流域を比較すれば，谷相地域のほうがチャートの占める割合が大きい

ことから，堆積条件に相違がみられる。すなわち，後者は山間小盆地という特殊な場所で，ある時

期には池か湖のような閉鎖状況が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　＼＞

Ｂ）疎の円磨度

　露頭において採取した50個以上の傑の円磨度について, Pettijohn (1975)による分類法を用い

て，角疎・亜角傑・亜円疎・円疎・超円疎の５段階に区分して，その平均個数百分率で示した

(Fig.9.)。
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　まず，これら傑め円磨度分布の特徴は一般こに,/万万物部=J!|ﾑ上二流域:かごら河［コ域S:こ……力11す万で，円疎状や超円

傑の疎か多くﾉなり√反対に角状の傑は少なくな右。ﾚﾉﾚまﾆ拡ﾉ……上韮生川流域では上流域の五王堂や久保

沼井首は亜角状･/亜円状が多く①下流の大栃T芒は円状メ:超円状聯傑か増加する:ﾑ………万り4.1:つ=ほ?う，山間小

盆地の谷相では√‥亜円く･亜角状傑が多くみられる⊇………………j………=……∧……:＼==……:＼<ﾚ………=＼=……………十＼尚………j………万　：

　次に,………各流域め傑円磨度を比較すれば,ﾌﾟﾚ物部川上流域吉上韮生几|流域ではかjな:り類似ﾚして=いjる。

また,ト谷相地域と物部川中流域を比較すれば,ﾚﾉ前者牡ぱうが円舞慨占ﾚめる割合が小さいノこれらか

らも前者は池か湖のよう曹堆積条件が考えレられるレ＼……T＞……∧………＞;ﾉ:,………＼ﾄ＼j…………………………

　さす，以上のこ＼とから次めようなことが考え方れくる6………………=･〉……………＼…………//j………☆宍く…………=j……………　さす，以上のこくとから次めようなことが考えられる6……………＼:……………∧…………:…………∧宍く…………=J……………

物部川上流域と上韮生川流域におけﾀﾞる疎種組成の相違かﾚら√∧ごれ==ら/の流域の段丘堆積物の供給場

の相違があるノまた，合流点で:ある大栃=の露頭でﾉ凪………呂砂:･岩傑か大部分を占めすおﾉ肛√ﾉ上韮生川流域

心他の露頭と比較して，緑色片岩などの疎め占め=る割合が小さトノこ:れ尚ら昨こ]と＼か＼らに主jに緑色岩

ら

れる．･..･..　･･　　..･　　　　　　　　　　　　　.･..･･.･..･J………jｿ………:･……:………I……………j……………1｡j･.＼△

　次に，杉田ダみから永瀬ダムノめ間で.区分した物部川中流域に牡いて:は,………他･φ地域ﾚと高度分布が異

なることから，こめ地域は沈降を十時的ししくぱ継続的:に起首しだｹもしの/と考えﾉらﾚれる．……＝　犬

　　＼　　ぐ‥　　＼ト　　　　　　　ト　＜　対　＼………1.11 11j北……＜……………1=………万万=/言.＼………………………1………J………1:.::.･

　初めに本調査地域内の第四系の対比について述べ八万今=yでj]………高知県内宍における主要な第四系の対

比にづいて/述べる．ﾉ前者はＴ:ab.2に示しに後者はＴ池本こ示しでい]る．……:…………………＼]‥‥‥‥　‥‥＝

　　　　　Tab.2. Correlation table of the Quate紅如ﾀﾞSys砲ｍ〉in thりくstudied area.

　　　ダ　ノ　　　　　‥‥‥‥言鳳巷ご△．．　　・‥　　　　　‥‥‥‥‥‥‥：＼犬ﾚ.･=‥‥‥‥‥＞ﾉ=………=.･.･.･.･.･.･･･.･･.　･.･･･;ト・．･．　･．･
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Ａ)◇物部川全流域における対比　し　ダ∧　　∧………j　　………………　上下]……十万………万…………∧…………/

ニまず,＼先段丘堆積物の久保沼井層は，上韮生川流域の泰に存在すﾄ乱＼本舗,は物部川づ①アの年代
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の推定にきわめて重要である。すなわち。前期更新世から物部川は存在していたことになる(Mit-

usio,1993)。　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　十　　上　　　　　‥

次に，高位段丘構成層=については，物部川下流域では琴平層（満塩・吉川, 1977)であり，中流

域では西峰層に対比され，上流域にはないが，上韮生川流域では南池層に対比される。

　中位段丘構成層は物部川下流では佐野層であり，これは中流域め有瀬層に対比ざれ，上流域では

根木屋層に対比される。また，上韮生川流域では韮生層に対比され，山間小盆地（谷相地区）では

谷相層に対比される。　　　　六白　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　犬

　低位段丘構成層については，物部川下流では２段あ=り，低位段丘構成層Ｉの土佐山田層と低位段

丘構成層ｎの古町層である。前者は中流域の美良布層に対比され，土流域では影層に対比される。

また，土韮生川流域では大栃層に対比され，山間小盆地（谷相地区）では中谷層に対比される。

　沖積層については全域で共通である。

Ｂ）高知県下の対比　　　　　　　　　　　し

　さらに，物部川流域の第四紀の地層をもっとも典型的なものを左欄に表し，これらを高知県下の

主要な第四系と比較すれば,しTab.3のようになる。　　し

　　　　Tab.3. Correlation table of the main Quaternary System in Kochi Prefecture.

言 物部川

　流域

高知市

　周辺

室戸半島

　方面

四万十川

　流域

足摺方面

完新世 沖　　　積　　　層

更

新

世

後

期

古町層

土佐
山田層

・●●●●●●●●

叶岡層 弘瀬層 浮鞭層

中

期

韮生層

琴平層

能茶山層

城山層

叶木屑

久礼岩屑

川奥層

窪川層

新田層

足　平

摺　野層　層

弘見層

前

期

久保
沼井層 万々層

舟場舗

櫨山層

芸安芸舗

西和食層

Ｇ城本舗

里川層 趾以布利層

詑

　　旭層
Ｇ

　　鹿島層

Ｇ，層群

　本地域の前期更新世の久保沼井層は，高知市では万々層（満塩ら,1985) (こ対比され，室戸半島

方面での櫨山層・舟場層（満塩, 1989 ;満塩ら, 1992)に対比される。また√四万十川流域では里川
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摺層(三本:らj98:1)=:，平野層(満塩ら, 1985)に対比yさﾚれ右，………∧∧…………＼……………〉ﾚ…………………===

またけ本地域の後期更新世の低位段丘構成層は會段jあﾉる〕が∠上段の土佐山田層がもらとも普遍的

で･あ/る。ﾉこれに対応するもめ/は高知市付近では浸食面yしかjな……い=よ………まﾚ仏……万室戸半1:島･2方万面首に

(満塩ら, 1989)に対比される。また，四万十川流域=首ﾚは弘瀬層＼(満塩ら, 1990)ぱ対比され√足摺

方面では浮鞭層し(満塩ら, 1985)に対比ざれるノいっ･しぽう↓＼=低位段丘構成層μ＼め古町層/は本地域め

みに存在している。

物部川全流域の第四系め調査結果,ノ以下のような=こ

1.‥物部川流域は地形的特徴により，５つの地域比区

物部川中流域，３）物部川上流域,∧４）し上韮生流域，

２。↓)では下位より,……琴平層(高位段丘):･

(低位段丘Ｈ)に区分される。 j2)犬では下位よ

(低位段丘)に分けられる。く３)では下位より

　・　　　｡　　　・　・　j.･二。ゝＬＩＩ　。　■　　　　■　　　　‥‥‥　　‥‥‥ぐぽ･･ぬ.る.いく　ン　し　　へ　　　………1……l･. ･1.･l　.ﾀﾞ･r･
4)では下位より,大久保沼井層(先段丘)・南池層く(高位段丘)=.∇i

丘）に分けられる。また,ニ5）め谷相地区Tさは下位謳万り√

分けられるノ　　十一　　　　十　　　　　…………万………

しかヶになづた6

分けられるよ｡　十一　　　　∧　　　　　…………1………………＼ﾔ∧･==ご＼.J………＞1………=万二＼……………万………………………：　∧

３．物部川上流域と上韮生川流域比おいては，/疎種組成の相違から,……これ=｡ら=流域の段丘堆積物の供

給の場に相違がみられる。／

４／物部川中流域と谷相地域において

丘の規模と段丘堆積物の特徴からみて，

5丿物部川中流域ぱおいて，他の地域

くは継続的に起こしたも:の＼と考えられる。十　∧……………＼＼ﾄ

　今後とも四国各地域における第四系の研究が必要でﾚある
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福田建夫①物部川流域の白亜系犬高知大卒論手記，p.丿卜即ﾄ(押印Ｍ聯∧………j＼……万=
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